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日清戦争後〔回想録〕（丸野勝太郎家文書近世 30／芝） 

〔回想録〕は明らかに近代文書だが、文書番号を振ったのは杉山ではないので御容赦願いたい。 
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人
々
の
生
活
に
お
い
て
、
燃
料
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
す
。 

 
近
代
に
お
い
て
は
、
石
油
や
ガ
ス
の
登
場
に
よ
っ
て
大
き
な
衝
撃
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。 

 

燃
料
と
し
て
の
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
袋
井
市
域
の
史
料
で
は
ま
だ
あ
ま
り
見
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
石
油
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か
史
料
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。 

 

早
い
時
期
の
も
の
で
は
、
明
治
の
頃
の
石
油
関
係
の
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

芝
（
こ
の
史
料
が
書
か
れ
た
頃
は
浅
羽
村
か
上
浅
羽
村
か
と
思
わ
れ
ま
す
）
の
、

お
そ
ら
く
丸
野
竹
次
郎
と
い
う
人
が
、
日
清
戦
争
の
頃
に
記
し
た
回
想
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
〔
回
想
録
〕
九
葉
目
裏
面
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

明
治
十
年
頃
迄
は
行
灯
で
夜
業
を
致
し
、
又
は
松
を
ヨ
リ
、
火
台
で
焼
ま
し
て

夜
業
を
い
た
し
た
。
そ
れ
よ
り
石
油
ト

言
う
物
が
来
て
一
寸
ヘ

石
油
を
ツ
ぎ
火
を

付
た
の
で
有
。
世
進
歩
し
て
ラ
ン
ボ
ト

言
物
出
来
テ

夜
業
い
た
す
様
に
な
り
ま
し

た
。（1

） 

  

こ
の
史
料
は
面
白
い
話
題
も
多
い
の
で
、
私
の
講
座
で
は
よ
く
紹
介
し
て
い
る
の

で
す
が
、
回
想
録
（
二
次
史
料
）
で
あ
る
た
め
、
史
料
の
性
格
や
成
立
に
関
す
る
説
明

で
随
分
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
書
の
性
格
上
、
明
治
の
史
料
で
一
項
目
使
う

の
は
控
え
た
方
が
い
い
か
と
思
い
、
今
回
は
収
録
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

右
に
引
用
し
た
内
容
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
ま
で
は
行
灯
、
あ
る
い
は
松

の
火
で
夜
業
を
し
て
い
た
が
、
明
治
十
年
頃
か
ら
は
石
油
が
登
場
し
、
ま
た
、「
ラ
ン

ボ
」―

―

ラ
ン
プ
の
こ
と
で
し
ょ
う―

―

が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
で
夜
業
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

〔
回
想
録
〕
の
右
の
記
事
か
ら
推
測
で
き
る
と
お
り
、
江
戸
時
代
、
燃
料
と
い
え
ば

マ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
山
の
木
々
で
し
た
（2

）
。 

 

山
の
木
々
や
草
は
燃
料
の
み
な
ら
ず
刈
敷
な
ど
の
肥
料
と
し
て
も
最
大
限
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
（3

）
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
ま
で
の
村
の
生
活
は
、（
山
が
近
く
に
あ
る

地
域
で
は
）
山
に
左
右
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
実
際
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
入

会
の
山
に
関
す
る
訴
訟
文
書
が
、
そ
れ
こ
そ
山
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
山
が
な
い
地
域
で
は
、
堤
防
に
生
え
た
植
物
な
ど
、
そ
の
地
域
に
合
わ

せ
た
方
法
で
燃
料
を
入
手
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

石
油
な
ど
、
新
た
な
燃
料
の
登
場
は
、
少
な
く
と
も
、
燃
料
に
つ
い
て
は
、
村
と
山

（
山
の
草
木
）
と
の
関
係
を
変
え
る
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。 

 

も
っ
と
も
、
燃
料
と
し
て
、
マ
ツ
使
用
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
、
直
接

的
に
は
石
油
よ
り
も
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
登
場
の
方
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
（4

）
。 

 

さ
て
、
石
油
は
、
北
陸
な
ど
に
産
し
、
日
本
で
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
石
油
」
の
名
は
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
出
し
ま
す
が
、
主
に
は
（
明
治
末
く
ら
い
ま

で
は
）「
く
そ
う
ず
」「
く
さ
み
ず
」「
草
水
」「
臭
水
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
に
も
、
石
油
に
灯
り
を
灯
し
て
み
た
人
は
い
る
の
で
す
が
、「
減
る
の
が

早
い
」「
臭
い
」
な
ど
評
判
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
常
生
活
で
の
石
油
利
用
は
、
資
料
が
よ
く
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
点
も
多
い
の
で

す
が
、
明
治
の
は
じ
め
頃
に
は
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

と
は
い
え
、
明
治
初
年
の
石
油
（「
石
炭
油
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
）

は
、
よ
く
引
火
、
爆
発
し
、
臭
い
も
強
い
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
石
油
に

関
す
る
法
整
備
は
、
明
治
十
年
代
に
始
ま
る
よ
う
で
す
ね
（5

）
。 

 

そ
の
頃
の
石
油
の
用
途
は
ラ
ン
プ
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
（6

）
。 

 

ラ
ン
プ
は
幕
末
に
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
四
～
五
年
頃
に
東
京
で
流

行
し
、
九
州
で
も
同
じ
頃
に
使
用
さ
れ
だ
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
当
時
の
九
州
で

は
高
嶺
の
花
と
い
っ
た
扱
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
（7

）
。 

 

福
岡
で
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
頃
ま
で
に
は
ラ
ン
プ
が
ず
い
ぶ
ん
普
及

し
た
よ
う
で
す
が
（8

）
、〔
回
想
録
〕
に
よ
れ
ば
、
芝
で
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
以

降
に
ラ
ン
プ
が
広
ま
り
だ
し
た
と
の
由
。
ラ
ン
プ
普
及
の
実
態
に
は
謎
が
多
い
も
の

の
、
福
岡
の
例
を
考
え
て
み
る
と
、
芝
で
の
ラ
ン
プ
普
及
は
、
決
し
て
遅
い
も
の
で

（
一
八
七
七
） 

チ
ヨ
ト
ハ 

〔
ラ
ン
プ 

カ
〕 

〔×

油
〕 
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は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
さ
て
、
今
回
の
本
題
で
あ
る
、
昭
和
、
特
に
日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期

の
日
本
に
お
け
る
石
油
使
用
で
す
が
、「
大
東
亜
」
戦
争
は
石
油
に
始
ま
り
石
油
に
終

わ
っ
た
、
と
い
う
言
葉
も
あ
る
ほ
ど
で
（9

）
、
石
油
は
大
変
重
要
な
燃
料
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
し
た
（1

0

）
。 

 

一
九
三
九
年
七
月
、
日
本
の
侵
略
的
な
姿
勢
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
米
通

商
条
約
破
棄
を
通
告
し
、
石
油
の
供
給
を
制
限
し
始
め
ま
し
た
（1

1

）
。 

 

一
九
四
〇
年
九
月
に
日
独
伊
三
国
同
盟
が
成
立
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
モ
ラ
ル
・

エ
ン
バ
ー
ゴ
（
道
義
的
禁
輸
措
置
）
を
発
動
し
、
航
空
機
用
ハ
イ
オ
ク
タ
ン
・
ガ
ソ
リ

ン
の
対
日
輸
送
を
禁
止
。
こ
の
頃
か
ら
日
本
は
南
方
油
田
地
帯
か
ら
の
石
油
獲
得
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（1

2

）
。 

 

当
時
、
日
本
は
石
油
の
三
分
の
二
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
（1

3

）

の
で
、
ア

メ
リ
カ
の
石
油
輸
出
禁
止
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。 

 

日
本
政
府
は
一
九
四
〇
年
九
月
以
後
蘭
領
イ
ン
ド
政
庁
と
交
渉
し
石
油
の
輸
入
増

加
を
求
め
た
も
の
の
決
裂
。
一
九
四
一
年
に
日
本
軍
が
南
部
仏
印
に
進
駐
し
た
こ
と

を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
は
八
月
一
日
に
対
日
石
油
輸
出
禁
止
令
を
出
し
、
発
動
機
用
燃

料
。
航
空
機
用
潤
滑
油
な
ら
び
に
そ
の
原
料
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
（1

4

）
。 

 

日
本
軍
は
東
南
ア
ジ
ア
に
侵
攻
し
、
い
く
つ
か
の
石
油
施
設
を
手
に
入
れ
ま
し
た

が
、
正
確
な
情
報
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
正
気
を
失
っ
て
い
た
の
か
、
石
油

に
関
し
て
陸
軍
が
大
部
分
を
担
当
し
、
海
軍
が
生
産
量
の
少
な
い
石
油
施
設
を
担
当

し
た
た
め
、
船
舶
を
保
有
し
て
い
る
海
軍
は
、
石
油
の
生
産
量
不
足
に
悩
み
、
陸
軍

は
、
タ
ン
カ
ー
が
な
い
た
め
石
油
を
輸
送
（
当
時
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
日
本
に
物

資
を
送
る
こ
と
を
「
還
送
」
な
ど
と
言
い
ま
し
た
）
で
き
ず
、
石
油
生
産
量
を
抑
制
す

る
、
と
い
う
事
態
に
陥
り
ま
し
た
（1

5

）
。 

 

結
局
、
日
本
・
日
本
軍
は
敗
戦
ま
で
慢
性
的
な
石
油
不
足
に
陥
り
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
の
石
油
輸
出
禁
止
後
の
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
一
日
付
け

「
西
農
第
一
二
三
号 

石
油
空
缶
御
提
出
方
依
頼
ノ
件
」
は
、
石
油
配
給
に
関
す
る

内
容
で
す
【
写
真
１
】。 

 

西

農

第

一

二

三

号 

昭
和
十
七
年
五
月
一
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

石
油
空
缶
御
提
出
方
依
頼
ノ
件 

石
油
配
給
機
構
ノ
変
更
ニ
伴
ヒ
、
空
缶
無
レ

之
場
合
ハ
缶
詰
石
油
ノ
配
給
相
成
難

キ
趣
ニ
付
、
御
部
内
ニ
於
ケ
ル
総
数
量
、
来
ル
五
日
頃
迄
ニ
御
差
出
相
成
度
、

此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
而
御
部
内
米
麦
調
製
改
良
協
会
員
ニ
モ
其
旨
御
示
達
相
願
度
、
提
出
者
ニ

対
シ
テ
ハ
空
缶
券
御
渡
可
レ

致
筈
ニ
付
、
御
含
み
相
成
候
。（1

6

） 

 

石
油
配
給
機
構
が
変
更
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
石

油
不
足
が
本
格
的
に
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
十
七
年
（
一

九
四
二
）
五
月
五
日
付
け
「
預
リ
証
」
は
、
右
の
史
料
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 

【写真１】「西農第一二三号 石油空缶御提

出方依頼ノ件」（本書 180 号） 
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す
【
写
真
２
】。 

 

預
リ
証 

一
、
石
油
空
缶
九
升 

右
預
リ
候
也
。 

昭
和
十
七
年
五
月
五
日 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

長
溝
部
農
会
長
殿
（1

7
） 

  

今
見
つ
か
っ
て
い
る
戦
時
中
の
石
油
関
係
史
料
は
こ
れ
だ
け
で
す
が
、
石
油
・
天

然
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
の
不
足
は
、
化
学
肥
料
生
産
、
ひ
い
て
は
農
業
生
産
な
ど
に
も

大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
肥
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
肥
料
」
の
項
を
御

参
照
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
石
油
不
足
は
、
ま
ち
が
い
な
く
当
時
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
石
油
缶
の
、
本
来
の
用
途
外
の
使
用
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
昭
和
十
三

年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付
け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要
綱
」
、
ア
メ
リ
カ
の

石
油
輸
出
禁
止
の
少
し
前
の
、
防
空
訓
練
の
史
料
で
す
【
写
真
３
】。 

 

（
前
略
） 

３
、
空
襲
下
ニ
於
ケ
ル
防
火 

七
月
八
日
午
後
八
時
ヲ
過
ギ
タ
ル
後
第
一
回
ノ
空
襲
警
報
ト

同
時
ニ
、
各
部
落
内
ニ
数
ヶ
所
模
擬
焼
夷
弾
落
下
ヲ
想
定
シ
、

家
庭
防
火
群
ノ
訓
練
ヲ
実
施
ス
。 

此
ノ
場
合
藁
束
又
ハ
麦
稈
等
ニ
点
火
シ
、
振
鈴
又
ハ
石
油
缶
、

金
ダ
ラ
ヒ
等
ヲ
連
打
シ
焼
夷
弾
落
下
ヲ
知
ラ
ス
。
此
ノ
時
各

家
庭
一
名
宛
水
カ
又
ハ
砂
ヲ
入
レ
タ
バ
ケ
ツ
等
ヲ
持
ツ
テ
現

場
ニ
駈
出
シ
消
火
ニ
務
ム
ベ
シ
。
落
下
場
所
等
ハ
別
ニ
防
火

班
ニ
指
令
ス
。 

（
後
略
）（1

8

） 

  
こ
れ
は
訓
練
内
容
で
す
が
、
実
際
の
空
襲
時
も
同
様
の
対
応
を
し
た
と
考
え
て
良

い
で
し
ょ
う
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
訓
練
の
意
味
が
な
い
）。
空
襲
に
よ
る
火
災
が
起
き

た
ら
、
鈴
な
ど
の
音
の
鳴
る
も
の
を
鳴
ら
し
て
報
せ
る
、
と
の
こ
と
で
す
が
、
金
ダ

ラ
イ
や
石
油
缶
を
打
ち
鳴
ら
す
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 

確
か
に
、
大
き
な
音
を
出
す
な
ら
、
金
属
製
品
を
叩
く
の
が
一
番
で
す
ね
。 

 

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
／
上
下
顛
倒
） 

〔×

化
〕 

【写真２】「預リ証」（本書 182 号） 

【写真３】防火訓練 

（本書 53 号） 
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（1

） 

〔
回
想
録
〕
（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
世
三
〇
）
。
横
帳
、
縦1

2
5
m

m
×

横

1
7
3
m

m
×

厚4
m

m

。
本
書
に
は
収
録
せ
ず
。 

（2

） 
有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

84 

松
茸
（
ま
つ
た
け
）』（
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）
二
六
五―

二
六
六
頁
な
ど
。 

（3

） 

有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

84 

松
茸
（
ま
つ
た
け
）』（
前
掲
注

２
参
照
）
ほ
か
多
数
。
戦
時
中
の
肥
料
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
肥
料
」
の
項
も
御

参
照
く
だ
さ
い
。 

（4

） 

有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

84 

松
茸
（
ま
つ
た
け
）』（
前
掲
注

２
参
照
）
二
六
二―

二
六
四
頁
。 

（5

） 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
一
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（『
エ

ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
：
石
炭
を
中
心
と
し
て
』
三
、
一
九
七
四
年
）。 

（6

） 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
一
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（
前
掲

注
５
参
照
）
三
六
頁
。 

（7

） 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
二
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（『
エ

ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
：
石
炭
を
中
心
と
し
て
』
四
、
一
九
七
四
年
）
四
四
頁
。 

（8

） 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
二
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（
前
掲

注
７
参
照
）
四
四
頁
。 

（9

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の

人
流
・
物
流
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
二
五
三
頁
。
本
書
は
資
源
を
東
南

ア
ジ
ア
に
求
め
た
日
本
の
戦
時
期
政
策
を
、
東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
の
史
料
か
ら
分

析
し
た
も
の
で
、
袋
井
の
史
料
を
読
む
上
で
も
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

（1
0

） 

日
本
の
軍
部
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
石
油
需
要
が
増
え
て
い
た
と

い
う
。
倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄

圏
」
の
人
流
・
物
流
』
（
前
掲
注
９
参
照
）
二
五
四
頁
。 

（1
1

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』
（
前
掲
注
９
参
照
）
二
五
三
頁
。 

（1
2

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』
（
前
掲
注
９
参
照
）
二
五
三
頁
。 

（1
3

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』
（
前
掲
注
９
参
照
）
四
頁
。 

（1
4

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』
（
前
掲
注
９
参
照
）
二
五
三
頁
。 

（1
5

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』（
前
掲
注
９
参
照
）
二
五
三―

二
七
四
頁
。
特
に
二
七
〇―

二

七
四
頁
。
日
本
軍
は
、
運
べ
な
い
原
油
や
天
然
ガ
ス
は
捨
て
た
り
消
却
し
た
り
し

た
と
い
う
。 

（1
6

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
一
日
付
け
「
西
農
第
一
二
三
号 

石
油
空

缶
御
提
出
方
依
頼
ノ
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長

溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
）。
本
書
一
八
〇
号
。 

（1
7

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
五
日
付
け
「
預
リ
証
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
）。
本
書

一
八
二
号
。 

（1
8

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付
け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要

綱
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
）。
本
書

五
三
号
。 

                      

 


